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３
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た

水
泳
第
２８
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
大

会（
５０
ｍ
自
由
形
１０
歳
以
下
の
部
）

で
優
勝
し
た
高
田
智
久
く
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

水
泳
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

「
兄
が
水
泳
を
や
っ
て
い
た
影
響

で
す
。」
と
話
す
高
田
く
ん
。
最

初
は
、
顔
に
水
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
て
、
よ
く
泣
い
た
り
、

頭
を
洗
う
と
き
に
も
お
湯
を
か
け
ら
れ
る

の
が
い
や
な
く
ら
い
、
水
に
は
恐
怖
心
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

３
月
に
出
場
し
た
全
国
大
会
で
は
、
初

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
田
く
ん
は

「
２
着
以
下
に
１
秒
近
く
の
大
差
を
つ
け

て
優
勝
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。」
と
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
で

は
緊
張
し
ま
す
か
、
と
尋
ね
る
と
「
あ
ま

り
緊
張
は
し
ま
せ
ん
。
３
月
の
大
会
で
も

緊
張
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
頼
も
し

い
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
本
郷
小
学
校
の
５
年
生
で
、
学

校
が
終
わ
っ
た
後
に
、
真
岡
市
の
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
ま
す
。

練
習
は
、
平
日
は
１
時
間
３０
分
、
土
曜

日
が
２
時
間
の
練
習
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

１
回
の
練
習
で
三
千
メ
ー
ト
ル
以
上

泳
ぐ
た
め
、
必
ず
練
習
前
に
は
夕
食

を
と
り
、
１
回
の
食
事
量
も
か
な
り

多
い
そ
う
で
す
。

一
時
は
腰
痛
に
苦
し
ん
で
い
ま
し

た
が
、
そ
の
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
練

習
に
励
み
、
腰
痛
が
治
る
と
タ
イ
ム

を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
の
大

会
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
ス

タ
ー
ト
と
タ
ー
ン
が
苦
手
で
す
。」

と
課
題
も
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
練

習
で
克
服
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
、「
大

き
く
な
っ
た
ら
、

プ
ロ
野
球
選
手

か
水
泳
選
手
で

頑
張
り
た
い
で

す
ね
。」
と
将

来
の
夢
を
元
気

に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
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今月の農産物は、数少ない「旬」を演出でき
る野菜、スイートコーンを紹介します。
ＪＡうつのみやスイートコーン専門部会の梁

島正一さんにお話を伺いました。
現在、町では４０人の皆さんが部会に所属して

います。
み らい

梁島さんのお宅では、味来、あまえん坊、ゴ
ールドダッシュという品種を７５ａの畑に作付け
しています。
今年は、天候不順の影響で、実の入りが例年

よりも少し遅くなりましたが、ハウス栽培の物
は６月上旬から出荷を始めました。
スイートコーンは、「収穫の時期を的確に見
極めることが大切で、難しい。」と話す梁島さ
ん。収穫に適した時期は４日から５日と短く、
絹糸のような「ひげ」が茶色くなり、皮が白身

を帯びてき
たり、穂先
を触ってみ
た感触（堅
さ）で判断
するそうで
す。
自然の恵

みの下で大
きく育った
スイートコ
ーンは、鮮
度が命。高
温になるほ
ど糖分が減
り、でんぷんが増えて味が落ちていきます。お
いしさが保たれるように早朝に収穫して、午前
中には集荷場に運ばなければいけないとのこと
で、時間に追われる忙しい日々が続きます。
食べ方については、焼く、茹でる、蒸す、レ
ンジで加熱など色々ありますが、梁島さんのお
勧めは、薄皮を残したまま茹でる、レンジで加
熱するだそうです。
今後の目標は、「１０ａあたりの収穫量を３００箱

（１箱１４本入）にすること。また、部会の人数
がもっと増えればいいですね。」と意気込みを
語ってくれました。
畜産農家でもあり、水稲の他、かんぴょうや
ほうれん草も栽培する梁島さん。一年を通して
計画的な農業経営を図っています。スイートコ
ーンの出荷が終わると、次はかんぴょうの収穫
が待っています。

上三川町ホームページ http : //www.town.kaminokawa.tochigi.jp E-mail webmaster@town.kaminokawa.tochigi.jp
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